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Summary 

The manuscript should be accompanied by a summary of no more than 200 words. The summary should 
clearly describe the objective, key findings, and significance of the study. It must be written as a single 
paragraph, without section headings such as “Background” or “Results.” Please avoid using abbreviations, 
references, or citations. The summary should be understandable without referring to the main text. 
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抄録（サマリー） 

論文には、全角500文字以内の抄録（サマリー）を添付してください。抄録には、本研究の目的、主な成
果、および意義を簡潔に記述してください。「背景」や「結果」などの見出しは使用せず、1つの段落として記
載してください。略語、参考文献、引用は用いないでください。また、本文を読まずに内容が理解できるように
記述してください。 

キーワード：キーワード１；キーワード２；キーワード３；キーワード４ 

 

1. 緒言 

　本研究の背景、先行研究との関連、本研究の目
的を簡潔に記載してください。大見出し（緒言、方

法、結果、考察、謝辞、利益相反）には順に、1、2、
3と半角数字（Arial）を振ってください。 

2. 方法 

　使用した材料、研究対象、データ収集方法、解析
手法などを明確に記載してください。必要に応じて

以下のように中見出し（例：2.1）や小見出し（例：
2.1.1）を付けて整理してください。引用文献は、本
文中では右肩上付きの番号（例：1)、1,2)、1-5)）で示し、
文末に一覧で番号順に記載してください。 

2.1 中見出し 

2.1.1 小見出し 

3. 結果 
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　本研究で得られた主要な結果を、図表や数値を
交えて簡潔に記述してください。項目ごとに中見出
しを設けて整理してください。 

図表は別ファイルとして投稿してください。 

　本文中には図表を挿入する位置を以下のように示
してください。２カラム幅で図表を配置したい場合
は、その旨も明記してください。 

＜図１＞ 

＜表１：２カラム幅＞ 

4. 考察 

　得られた結果の解釈、他研究との比較、臨床・教
育現場での意義、限界点などを記載してください。
「結果および考察」としてまとめて記述しても差し支
えありません。 

5. 結論 

　結論を記載してください。 

6. 謝辞 

　謝辞はここに記載してください。 

7. 利益相反 

　本研究に開示すべき利益相反はない。 

本研究は○○○社の資金提供を受けた。 
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